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｢ 見送る背中に ｣ 

私の大嫌いな寒さが緩んで、目にする景色も少しずつ色彩を取り戻してきたように感じる頃となりまし

た。 

２月に舞鶴赤れんがパークで開催した高等部製品販売会では、製品の準備はもちろん、開店セレモニー

や接客、製作実演に備えて練習を積み重ね、また、生徒自らが足を運んで舞鶴市内のあちこちでチラシを

配る広報活動を展開して当日を迎えました。開場前から多くの保護者や市民の皆様が集まっていただいた

中、｢太鼓組｣による圧巻の演奏で始まった販売会は、保護者の皆様や卒業生、観光客や市民のほか、市役

所の職員や市議会議員の皆様にも多数御来場いただき、ひたむきに接客する子どもたちの姿と積み上げた

学習の成果をしっかりと御覧いただく機会になったものと喜んでいます。 

開店後も生徒たちは市役所の出入り口付近や駐車場から近づいてくる人を見つけては｢製品販売会、こち

らでやってます！｣と積極的にチラシを手渡し、結局、平日の昼間ながらもパーク付近に居合わせた方のほ

とんどが来場していただいたように感じました。たまたま立ち寄られた観光客の方が｢いいものがあった

わ。｣と袋いっぱい買っていただいた品物を手に会場を出られたり、｢ラジオで聞いて、これはぜひ行かな

きゃ、と思って来たのよ。｣と遠くから駆けつけていただいたり、うれしい出会いもたくさんありました。 

この販売会に限らず、ほとんどの子どもたちが卒業後もこの街で暮らし、より自分らしく社会参加して

いくことを願いとしながら懸命に学ぶ舞鶴支援学校のこと・その子どもたちの姿をもっともっと多くの方

に見て、知ってもらいたい、と、学校運営協議会委員の皆様からもたくさんの御助言をいただきながら今

年度の教育活動に取り組んできました。５月に感染症の取扱いが変更になり、それまでの窮屈なトンネル

の中で過ごしているような気分から、ずいぶん光の差す場所にたどり着いたような気がする中、久しぶり

にたくさんの人と出会い、いろいろな場所に出かけ、置き忘れたものを取り戻しに駆け回るような毎日を

すごい勢いで重ねて、気が付けば早くも巣立ちの季節を迎えました。 

子どもたちを前に日々知恵を絞って教育活動を進めながらも、送り出す頃には｢もっとこんなことができ

たのではないか｣｢もっとこんな言葉が掛けられたのではないか｣と自問するのが、毎年３月この時期の正直

な胸の内です。しかしながら、子どもたちはちゃんと実りある時間を重ねていて、どこか心細げでありな

がらも、新しい課題に向かっていこうとする心意気を見せてくれるのもまたこの時期の大きな喜びであり、

今年もそれを強く感じています。 

よく学び、より鍛えた子どもたち。これから皆さんが進むのは、皆さんが作り、守り、輝くべき社会で

す。皆さんが懸命に歩いていく姿は、きっとたくさんの人々の感動を呼び、その笑顔は、きっと周りを勇

気づけ、明るく照らす光になります。皆さんの母校、舞鶴支援学校は、これからもその最強の応援団であ

りたいと思います。“卒業おめでとう。そして、明日もよりよく挑め！”…巣立っていくその背中に、声

が枯れるほどのエールを送り、御挨拶とします。 

校長  山本 直之 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学部｢６年生を送る会｣ 

３月行事予定 

19日(火) 短縮校時 個別懇談  

21日(木) 短縮校時 個別懇談 

22日(金) 修了式  短縮校時 

 ４月当初の行事予定 

８日(月) 始業式・短縮校時 

９日(火)  入学式・短縮校時 

10日(水) 短縮校時 

11日(木) 給食開始 

 

 

２月 15 日(木)、会場には６年生が制作した作品や、１年生から５年生が心を込めて制作した巨大な壁面
飾りが掲げられ、温かく華やかな雰囲気の中、たくさんの保護者の方にも参加していただきました。 
５年生の実行委員は司会や挨拶、プログラムめくりなどを担当して会を進めました。６年生は｢思い出の

アルバムスライドショー｣で６年間の学校生活を振り返ったあと、一人一人が中学部進学に向けての決意発
表として、｢縄跳び｣｢ダンス｣｢手話歌｣｢リズム打ち｣｢習字｣｢自己紹介｣「フラフープジャンプ」「平均台歩き」
｢マット運動｣など、これまでの学習でできるようになったことを発表しました。どの発表も素晴らしく、成
長した姿を披露することができ、心温まる送る会となりました。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 ２月 29 日(木)に、｢卒業生を送る会｣を開催しました。事前学習の時間には、１・２年生は卒業を祝福す

る気持ちを込めてメッセージカードや会場の飾りを作ったり、卒業生 18 名は高等部へ向けての決意発表の

内容を考えたりして準備をしてきました。当日卒業生は、３年間で成長したことや頑張ってきたことを懐か

しのスライドで振り返り、また、高等部への決意を発表しました。決意発表では｢仕事や家のことをたくさ

んしてくれてありがとう。｣などと家族へ感謝の気持ちを伝える生徒や、成長した自分を振り返る生徒がた

くさんいました。最後は全員で『♪いのちの歌』を手話付きで披露し、歌詞の意味をかみしめながら会場に

歌声を響かせました。たくさんの拍手と笑顔に包まれ、すてきな送る会となりました。 

 

 

 
３月６日(水)に高等部集会で卒業生を送る会を行い、11 名の卒業生をお祝いしました。当日は、卒業生

の思い出をムービーで振り返り、卒業生在校生ともに真剣な眼差しでムービーを見ることができ、感動的な
思い出の振り返りとなりました。決意発表では、｢学校では○○を頑張りました。｣｢卒業後は○○に行って
○○頑張ります。｣など、社会への旅立ちに向けた意気込みを発表しました。 
送る会の後は音楽部による歌唱『♪友～旅立ちの時～』ダンス『♪怪獣の花唄』の発表がありました。発

表に向けて、部活動やお昼休みに練習を積み重ね、本番では見事練習の成果を発揮することができました。 
 
 

 

  中学部｢卒業生を送る会｣ 

  高等部｢卒業生を送る会｣ 


